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ABSTRACT 

This study aims to promote professional contract stability which is becoming the center of the

sports industry market in Korea and to find the factors in choosing annual salaries of

professional Korean soccer players, which has become the center of public interest. Also by

classifying each position, comparison and analysis on the factors that influence the decision

making of the player's annual salary could be assessed as well as, the core of friction between a

team and its players. 

In addition, the data used for deciding a player's annual salary was collected from 10

professional soccer teams during the 2006 league season. Valid data from 267 players was

thoroughly analyzed and utilized for the further analysis. 

We extracted the influential factors on annual salary decisions by adopting the Varimax method

from among various Varimax rotation methods using principal component analysis. 

1. As for the variables that had an the influence on annual salary decisions for Professional

Korean soccer player's: the annual salary of the previous year ranked the highest, followed by

team performance, the team's salary scale, the number of times a player participated in a game,

the manager's evaluation, a career as a national athlete, a career as a professional player, the

number of goals scored, and the number of assists. 

2. As for the variables that had on influence on annual salary decisions for forward and mid-field

positions in professional Korean soccer: the annual salary of the previous year ranked the

highest, followed by scored, the managerÅfs evaluation, the number of assists, a career as a

professional player, and a career as a national athlete. 

3. As for the variables that had on influence on annual salary decisions for defenders in

professional Korean soccer: the annual salary of the previous year also ranked the highest,

followed by team performance, the number of assists, and the manager's evaluation. 

4. As for the variables that influence on the annual salary decision for the goal keepers in Korean

professional soccer, the annual salary of previous year ranked the highest and then scale of a

team, number of decisive defense, and team performance followed in order. 
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Ⅰ. 序論
1. 研究の必要性

歴史的に、スポーツ選手が競技を通して金銭の報酬

を受けることは、古代ギリシャの文献だけでなく、資

本主義の発達と密接な関連をもっている現代に至って

も公然となされており、スポーツを生活の手段として、

また人気職業の一つとして選択する 性向もはっきりと

表れている（辛文善､2005）。

韓国においても、プロサッカーリーグは1980年初め

に誕生し、現在まで14チームでリーグが運営されてお

り、それを通して職業的な選手としてプロ選手が普遍

化され、選手が受け取る年俸については、選手だけで

なく一般大衆も大きな関心を寄せている。

プロサッカー選手にとって年俸とは、選手として自

身の寄与に対して球団から報酬を受ける個人の所得で

あり、該当球団としては球団の生産性に寄与した選手

に対し支払う代価である。経済の原則に従い、球団と

しては可能な限り賃金を低く支払って大きな利益を得

ようとし、また選手としては自分の能力に見合った待

遇やできるだけ多くの賃金を得たいものである。この

ように相反する考え方の差を縮めるため、球団や選手

はそのような過程が公正に進行されるようにさまざま

な方法を導入しているが、それに伴う対立が非常に大

きい。この対立は、球団・選手どちらにも悪影響を与

え、チームの組織力崩壊や競技力低下の要因として作

用するなど、少なからず問題として浮かび上がってい

る。

従って、どんなプロスポーツ種目であれ、球団とし

て、もっとも妥当な年俸決定方法を使用することが望

まれる。とくに韓国プロ野球は、選手の年俸決定にた

めの客観的で定量化された基準を適用して年俸を決定

するのに最も向いたスポーツであるといえる。野球に

おける投手の年俸決定要因は、球団ごとに多少の差は

あるが、選手経歴と投球数、防御率、そして失点など

を総合的に判定している。しかし、選手の組織寄与度、

すなわちチーム貢献度を測定することは非常に困難な

ため、それによる選手と球団の対立が常に存在し、選

手の不満は非常に高い（金應植､1998）。

競技種目によって年俸決定に関する適用変数に多少

の差はあるが、プロサッカー選手の年俸決定基準は、

プロ野球、バスケットボールなどと比べて客観的・合

理的に施行することが非常に難しい。それは、年俸決

定の基準と関連して客観化できる競技要因が少ないた

め、定量化された変数を誘導することが易しくないか

らである。そのような理由から、プロ野球、バスケッ

トボールなどの年俸に関する学問的研究が活発になさ

れているのに対し、プロサッカーの年俸に関する研究

はほとんど行なわれていないのが実情である。最近、

辛文善（2005）が『韓国プロサッカー選手の年俸算定

モデル開発』において客観化できる要因と主観的要因

を点数化し、年俸算定モデルを提示したのが唯一のも

のだろう。しかし、いまだ韓国プロサッカーにおいて

は年俸問題での対立が常に内在し、そのためプロサッ

カーの質的向上が根本的に難しいという問題も指摘さ

れている。したがって、プロサッカーの年俸決定基準

をより客観化し、合理的に運営できるプロサッカー年俸

決定要因を抽出することは、なによりも急がれている。

2. 研究の目的

本研究は、韓国のスポーツ産業市場の核心となって

いるプロスポーツの安定した職業的定着と、選手と大

衆的な関心事として浮き彫りにされているプロサッカ

ー選手の年俸決定要因を明らかにし、それらを各ポジ

ション別に区分して年俸決定に影響を及ぼす要因を比

較分析することによって、球団と選手との間の対立的

な要因である選手の年俸決定の要因を究明しようとす

ることを目的とする。

Ⅱ. 研究方法
研究対象の設定、分析方法、調査手順および資料処

理の手順は次の通りである。

1. 研究対象

本研究は、2006年のシーズンを終わったプロサッカ

ー10球団の、選手年俸決定のための球団内部資料を収

集し、各選手別に精密な分析を通して資料の信頼性が

確保された267名の資料を分析に使用した。研究対象選

手の人口統計学特性は次の<表1>の通りである。

2. 分析方法

年俸決定のための影響要因の抽出は、主性分分析

（Principal component analysis）を利用し 直角回転方式

の中でVarimax方法を使用した。全部で24要因中、要因

積載値が1以上の16要因を抽出した。

選手の個人的な変数として、プロ経歴、年齢、ポジ

ション、出場回数、得点、防御、交替回数、アシスト、

待機回数など9つの変数を採択した。

チームの構造的な変数として、球団規模、チーム成

績、将来性、寄与度、前年度年俸、代表選抜など6つの

要因を採択した。

統合変数として、全体的な監督評価変数が採択され、

結果は<表2>の通りである。

3. 資料処理

資料分析のため、本研究においてはSASバージョン

10.0 統計パッケージを使用し、以下のように分析した。

1）年俸決定要因を抽出するための年俸決定変数の検証

は、各項目間の内的信頼度を検証するために

－ 104－



Cronbach's α検定を実施した結果、.7235～.8966となり、

項目設定の妥当度を検証するためにFactor Analysisの

検証方法であるPrincipal Factor Analysis方式によって

各要因をVarimax ratation方式で回転させ、Factor

Loading Data（要因積載値）が1以上である変数を算出

した。

2）各ポジション別年俸決定要因を抽出するため多重回

帰分析（multiple Regression Analysis）を利用し、各変

数の相関関係の検証を通して多重共線性を検証した。
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Ⅲ. 結果および考察
韓国プロサッカーの10球団において選手の年俸決定

に適用している年俸決定変数を収集し、資料を比較・

分析した結果は次の通りである。

1. 韓国のプロサッカー選手の統合的年俸決定要因

年俸決定要因を抽出するために使用した変数の相関

関係を分析した結果は次の<表3>の通りである。

2. 韓国プロサッカー選手の年俸決定に影響を及ぼす要因

次の<表4>は、年俸決定に投入された変数の平均と
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表1 研究対象選手の人口統計学的な特性

表2 年俸決定要因抽出のための分析モデル
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標準偏差である。平均と標準偏差の差が多くない変数

は、年齢とプロ経歴などの差によって最小値と最大値

の差が多く出たためだと思われる。

次の<表5>は年俸決定のための統合変数の回帰分析

結果である。統合変数に含まれる変数としては、全部

で13の変数が投入され、前年度の年俸が年俸決定にも

っとも大きな影響を及ぼす変数であって、全体の

77.13％を説明しており、次にチーム成績、球団規模、

試合出場数、監督評価、国家代表経歴、得点、プロ経

歴の順である。これら全体の変数が年俸決定に及ぼす

影響程度は83.73％を説明しており、F=100.12で有意水

準.001水準で有効な影響を及ぼしている。したがって韓

国のプロサッカー球団が年俸決定においてもっとも大

きく影響している要因は、選手の前年度年俸であり、

－ 106－

表3 年俸決定変数の相関関係分析結果

表4 年俸決定変数の平均と標準偏差 表5 年俸決定のための統合変数の回帰分析結果



チームの成績よりも重要視している。

3. ポジション別年俸決定要因の比較

1）フォワードおよびミッドフィルダーの年俸決定影響

変数

<表6>はフォワード・ミッドフィルダー、いわゆる

攻撃手の年俸決定のために投入された変数の回帰分析

結果である。年俸決定にもっとも大きな影響を及ぼす

変数としては、やはり前年度年俸で、全体変数の

75.45％を説明しており、次は得点で年俸決定に3.04％

を説明している。次に監督の評価、アシスト、プロ経

歴、国家代表経歴、球団規模、受賞実績の順に表れて

おり、採択された全体変数が年俸決定に及ぼす影響は

82.98％で、F=88.32 P< .001 水準で有意な影響を及ぼし

ている。

フォワードとミッドフィルダーでも、年俸決定に影

響をもっとも多く与えている変数は前年度年俸である

が、攻撃手であるため、選手の年俸決定には得点と監

督の評価、アシスト要因が、チーム成績や球団の規模

よりも重要視される要因であることが分かる。

2）ディフェンダーの年俸決定影響変数
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<表7>はディフェンダーの年俸決定に影響を及ぼす

変数の回帰分析結果である。年俸決定にもっとも大き

な影響を及ぼす変数としては、やはり前年度年俸で

91.27％という高い説明力を表している。次はチーム成

績で、年俸決定で2.95％を説明しており、ディフェンダ

ーにおいて年俸決定に有意に影響を及ぼす変数は２つ

の変数が表れている。しかし、ディフェンダーの年俸

決定に投入された変数は全部で7つの変数で、年俸決定

の94.73％を説明していて、投入された変数は少ないが、

もっとも高い影響力を見せている。

3）ゴールキーパーの年俸決定影響変数

<表8>はゴールキーパーの年俸決定のための変数の

回帰分析結果である。ゴールキーパーの年俸決定モデ

ルを推定するために投入した変数は全部で6つの変数

で、これらの変数のうち年俸決定にもっとも大きな影

響を及ぼす変数は前年度年俸で、70.13％の説明力を見

せており、次は球団規模で年俸の12.04％を説明してい

る。そしてゴールキーパーとして決定的な防御要因も

3.03％で有意な説明力を見せており、これら全体変数が

年俸決定に及ぼす影響は 8 7 . 9 6％と表れており、
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表6 攻撃手（FW/MF）の年俸決定のための変数の回帰分析結果

表7 ディフェンダーの年俸決定のための変数の回帰分析結果
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F=25.57で有意水準.001水準で有意な説明力を見せてい

る。

Ⅳ.  結論
本研究は、韓国プロサッカー球団のそれぞれ異なる

年俸算定方法と適用変数によって、選手や球団の立場

からも敏感にならざるを得ない選手の年俸決定要因を、

各ポジション別に明らかにすることによって、年俸決

定要因の違いを明らかにしようとする目的で、267名の

年俸をポジション別に資料分析した結果、以下のよう

な結論を得た。

1. 韓国プロサッカー選手の年俸決定に影響を及ぼす変

数としては、前年度の年俸がもっとも高く、次いでチ

ーム成績、球団規模、試合出場回数、監督評価、国家

代表経歴、プロ経歴、得点、アシストの順だった。

2. 韓国プロサッカーのフォワードとミッドフィルダー

の年俸決定に影響を及ぼす変数としては、前年度年俸

がもっとも高く、次いで得点、監督評価、アシスト、

プロ経歴、国家代表経歴の順だった。

3. 韓国プロサッカーのディフェンダーの年俸決定に影

響を及ぼす変数としては、やはり前年度年俸がもっと

も高く、次いでチーム成績、アシスト、監督評価の順

だった。

4. 韓国プロサッカーのゴールキーパーの年俸決定に影

響を及ぼす変数としては、前年度年俸がもっとも高く、

次いで球団規模、決定的防御、チーム成績の順だった。
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